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(農産一育種一二条大麦）

課題名
１６二条大麦の新品種育成

囲造用二条大麦新品種候補系統「九州二条９号」の育成

分
類
①

戯験研

究年次

５５～１年（完了〉

Ｉ目的畷地拒適する早生、良質、酎病性の顔造用二条大麦品種を育成する．

Ⅱ試験方法

１来歴

（ユ）交配組合せ：（はるな二条/倉系2660）Ｆ１//関東二条19号
（２）交配年：５６年春

（３）交配喝所：福岡農試

（４）育種目穂：はるな二条の良質，倉系2660の強稗，関東二条19号の
縞萎縮病抵抗性を組合せた．

（５）旧系統名：吉系1４

２試験経過

筑系6987

56年度（摺薗年度）Ｆ１養成

57年度世代促進

Ｆ２は８月末温室に摺種１０月未収種

Ｆ３は１１月上旬に萎縮病発生現地圃喝に栂種し選抜

59-61年度生産力検定予備試験，特性検定賦験

62-平成元年度生産力検定賦験，奨励品租決定飼査

３栽培方法と選抜法

●
■

系統栽培は点摺．生産力検定試験は楓準栽培により，選抜固定を図ってきた.

、主要成果の概要

本系統は平成２年９月に福岡県の準奨励品圏に採用される予定で、特性は以下のとおりであ

る

１麦芽の品質が良く，あまぎ二条に優り、ニシノゴールドに近い．

２大麦縞萎縮病雁高度の抵抗性をもつ．赤かび病に強い．

３あまぎ二条並の収量で，整粒歩合が高く，子実の外観が良い.

４出穂・成熟期はあまぎ二条より３日早い．､・・

５一方 うどんこ病には弱い．



Ⅳ主要成果の具体的データ
■ 甲

第１霊生育調査結果

品種名出穂期成熟期稗長穂長穂数倒伏赤かうどん縞萎

程度び鯛こ病網病

月日月日ｃｍｃｍ本/ﾛ２

九州二条9号４．８５．２２９４７．１５４６微微中無

あまぎ二条４．１１５．２５９６６．６５３８微・徹少微

ﾆｼﾉｺﾞｰﾙﾄ'４．１０５．２２９３ 5．９５６７微微中擬

注）昭和６２～平成元年度生産力検定試験の平均

第２表収穫物澗査結果

ｏｆ

品種名子実重岡楓リットル千粒整粒子爽検査裂皮凸腹脱穀後の

準比重重歩合外観等級粒粒穂軸の付差

kg/l０ａｌＩｇｇ％ Ｘ％

九州二条9号４４０１００６８５４０．５６８中上・２等-等外上００少

あまぎ二条４３８１００６６７３８．９５７中中・２等一等外上０１少

ﾆｼﾉｺ'一ﾙﾄ'３８７８８６６３３７．５６０中中等外上３．８０ やや多

注）昭和６２～平成元年度生産力検定賦験の平均

第３裏麦芽品質．

品種名＝ｴｷｽ雲＝麦芽可溶コールシ’ｱｽﾀｰｾﾞｶ最終総合同榎概

無水収量．粗蛋性窒ハ・ヲ冨宰ご＝ご＝ご発酵評点準と

物白素ハ数度の差評

％％％ＷＫＷＫ/TＮ％
砂 匂
々幻

九州二条9号８４．０７７．７１０．１０．７８４８．２２５４１５８８３.３６４．４１０．６０

あまぎ二条８１．９７５．２１０．００．７８４８．５２２９１４２８１.８５３．８－

ﾆｼﾉｱｰﾙﾄﾞ８４．２７６．２１０．９０．８４４８．２２６５１５２８３．７６５．９１２．１０

注）昭和６０～６３年度材料を栃木県農試で分析した結果の平均

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１あまぎ二条の凸販粒等による検査等級低下，ニシノゴールドの収量性がやや不十分

なことや側面裂皮等の被害粒の発生，両品霞での整粒歩合の低下等，既存品覆の欠

点をある程度鯛うことができるので，本品観を導入することによりビール大麦の安

定生産を因れる．
Ｐ

２栽培上の留意点は、

（１）うどんこ病にやや弱いので、発病を鰯めた燭台艇は速やかに防除する．

（２）殿皮が薄いので、.剥皮を生じないよう脱穀調楚に留恵する．

（３）早措きや暁括きを避城、適期摺趨臆努める．

（４）酎湿性が高くないので、作畦や暗渠の施工などにより排水に努める．

Ⅵ今後の研究上の問題点

平成２年から戯作中の品種として一般栽培し，ビールエ喝での現塙餌造賦験が行われる．

Ⅶ資料名昭和54～平成元年度福岡県農業総合談験場農産研究所二条大麦育種戯醸成鐘書
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